
At-A-Glanceメディアネッ トはリ ッチ メディアに合わせて最適化された
インテリジェン ト  ネッ トワーク

メディアネッ トの価値

Cisco Visual Networking Index （2007） の予測によれば、2012

年には消費者インターネッ ト  ト ラフ ィ ッ クの 90% 近く をビ

デオが占めるよ うになります。 ゲーム、 ビデオ コラボレー

シ ョ ン、 IPTV、 音楽スト リーミングなど、 次々と新しいリ ッ

チ メディア アプリケーシ ョ ンが登場しています。ネッ トワー

ク対応のビデオ機器も、続々と  IP ネッ トワークに集まってい

ます （ビデオ監視やデジタル サイネージなど）。ビデオは、消

費者と企業の双方にとって当たり前のものになりつつありま

すが、 その背景には、 グローバリゼーシ ョ ンが進んだ結果、

距離や文化の境界を越えた、 より個人的なふれあいが求めら

れるよ うになっているこ とが挙げられます。 ビデオによる、

重要なビジネス プロセスの変革の可能性に気付く企業も増え

ており、 競争優位性の創出、 コス ト削減、 および環境への影

響縮小の手段として利用されています。

あらゆる形態のコ ミ ュニケーシ ョ ン、 コラボレーシ ョ ン、 お

よびエンターテイ メン トがデジタル化され、 互いに結ばれる

動きが強まっています。 この傾向はネッ トワークへの負荷を

増すだけでな く、 ネッ トワークを変えていきます。

メディアネッ トによって解決される問題

従来の IP ネッ トワークは、対話的かつリアルタイムであるた

めの要件を十分に満たしているとはいえません。 ゆえに、 メ

ディアの配信と品質は予測不可能であり、 ネッ トワークの運

用と管理における複雑さが増しています。

ネッ トワーク  テク ノロジーの進化によって、リ ッチ メディア

に合わせた最適化が可能になり、現在の IP ネッ トワークがメ

ディアネッ トに進化します。

メディアネッ トはメディア、 エンドポイン ト、 およびネッ ト

ワーク認識が可能であるため、 全体的なエクスペリエンスの

質が最適な状態に維持されると共に、 設定および最適化の自

動化が可能になります。 メディアネッ トならば、 エンド  デバ

イスの特性に合わせた最適な形式にビデオを変換することも

可能です。 メディ アネッ トはト ラフ ィ ッ クの状態を検出し、

必要とされているスト リームをすべて確実に転送します。 ま

た、 ネッ トワークを介して配信されるメディアのタイプを認

識して、 メディアを適切に作成し、 送信し、 配信します。 た

とえば、 HD ビデオ スト リームを監視カメラからモバイル デ

バイスに送信するには、 モバイル デバイスに合わせてメディ

ア タイプ （解像度および形式） とワイヤレス接続の速度 （Wi-

Fi、 3G、 GSM、 EDGEなどの接続） を適合させる必要があり

ます。

対話型ビデオは、 ネッ トワークに対する要件が最も厳しいア

プリケーシ ョ ンです。 対話型ビデオをサポート可能なネッ ト

ワークならば、 それよりも要件の緩やかな音声やデータは容

易に扱う ことができます。

製品、 テク ノロジー、 それともソリューシ ョ ン名

メディアネッ トは、統合型 IP ネッ トワークの進化を表してい

ます。 この進化は新しいメディアネッ ト  テク ノロジーを追加

することで成し遂げられたものであり、 メディアネッ トのテ

ク ノロジーはサービスと して、 既存のデバイスや新しいクラ

スのデバイスに追加されます。 サービスが追加されるのは、

ルータ、スイッチ、およびリ ッチ メディア エンドポイン トで

す。 メディア、 エンドポイン ト、 およびネッ トワークを認識

するという、既存の IP ネッ トワークにはない機能がメディア

ネッ トのテク ノ ロジーによって実現します。 ビデオ アプリ

ケーシ ョ ンが使用されるようになると、 帯域幅、 遅延、 およ

びジッ タに関してこれまでにない要件が浮上します。 ビデオ

スト リームの発信元と宛先を理解し、 さらに接続のキャパシ

テ ィ特性の変化を絶えず把握するのは、 ネッ トワークだけに

できることです。 したがって、 メディアネッ トは、 必要なメ

ディア変換 （ト ランスコーディング） を適用することに加え

て、 メディアおよびシグナルのエンコーディングを変化させ

ることで、 ネッ トワーク状態の変化に適応することが可能で

す。 これまでは組み合わせが不可能だったビデオ エンドポイ

ン トどう しも、 メディアネッ トによって相互運用が可能にな

るだけでな く、 一貫した最適なエクスペリエンス品質が保証

されます。

メディアネッ トの利点

メディアネッ トには初めからインテリジェンスが組み込まれ

ており、 このインテリジェンスによってリ ッチ メディアが最

適化されます。 リ ッチ メディアが適応性と予測可能性を持つ

ようになり、 エクスペリエンスが保証されるため、 ビジュア

ル ネッ トワーキング エクスペリエンスをどのデバイスにも

透過的に届けるこ とが可能になります。 メディ アネッ トは、

次の 6 つの領域におけるビデオと リ ッチ メディア特有の課題

に対処します。

QoE （Quality of Experience）

･ コンテンツ仮想化

･ モビリテ ィ

･ セッシ ョ ン制御

･ セキュリテ ィ

･ 管理

シスコが選ばれる理由

メディアネッ ト を目指すなら今です。 シスコは、 サービス プ

ロバイダー、 企業、 および消費者のためにメディアネッ トの

進化をリード していきます。ネッ トワーク  プラッ ト フォーム、

ビデオ システム、 そして顧客向けソリューシ ョ ンに関する幅

広い専門知識と経験を生かしてエンドツーエンドの観点から

ビデオに取り組むことができるのは、 シスコだけです。
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